
久米田高等学校共生推進教室の取り組みについて（その 1） 

 

共生推進教室ができるまで 

 

これまでも、小・中学校のように高校でも、地域の学校にいきたいと思う生徒・保護

者の希望はとてもたくさんありました。でも実際は、ほとんどの人が入学試験が壁とな

って希望どおりになりませんでした。また、苦労して何とか入学しても勉強や学校生活

について、サポートの制度がなく、つらい思いをした人も多くいました。 

 

何とかしようと多くの人が頑張った結果、平成 13(2001)年度に「知的障がいのある生

徒」が、高校に通えるように制度をつくる準備をしようということになりました。 

最初は、阿武野・柴島・西成・松原の 4校が、受け入れの『調査研究校』になりまし

た。勉強やテストのこと、学校生活のこと、進路のことについて、どんなサポートがい

るのか、どんなことを目標に 3年間を過ごすのか、生徒と先生が一緒になって考え、問

題をのりこえてきました。 

 

そ の 成 果 が あ っ て 、 平 成

17(2005)年 大阪府の教育のこと

を話し合う会議（学校教育審議会）

で「制度化して、知的障がいのあ

る生徒の受入れる高校を増やそう」

ということになりました。そして

「ともに学び、ともに育つ」こと

を教育の目標にしようということ

が決まりました。 

 

受け入れ校には、ふたつタイプ

ができました。現在『自立支援推

進校』が１１校（そのうち大阪市

に２校）『共生推進教室設置校』が

８校の１９校が、それぞれの受け

入れ体制を整えて、各校に毎年３

名ずつの生徒が入学できることに

なりました。 

 

久米田高校は、平成 22(2010)年度に、たまがわ高等支援学校の『共生推進教室』の設

置され、平成 26 年度からは、現在の『すながわ高等支援学校の共生推進教室設置校』

として、両校で連携をして取り組みを進めているところです。 

「大阪府立高等学校における知的障がいのある生徒の教育環境整備方針に基づく実施対象校について（平成 28年７月）」より 

教育委員会のリーフレット http://www.pref.osaka.lg.jp/shienkyoiku/jiritsu-kyousei/tomonimanabi.html 


